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説明内容

１ アンケート調査の目的

２ 調査項目と分析事例

調査の単位＝農業集落

世界農林業

センサス

農業集落

岡山県

4,929集落

集落単位のアンケート調査

【目的１ 】

市町村単位よりも細かい地域特性が明

らかになる

→県・市町村での地域特性に応じた施策

立案に使える（被害防止計画へ反映）



集落単位のアンケート調査

【目的２ 】

隣接集落・市町村の現状が把握可能

→早期の集落ぐるみ対策促進

→早期の対策事業化（予算要求資料）

【質問項目】生息情報

Q) 害獣の生息状況

□いる

□いない

□増えた

□変わらない

□減った

□わからない

生息情報千葉県事例

集落単位生息情報

＝分布域推定

市町村単位よりも

細かい地域特性

が明らかになる

【質問項目】被害情報

Q) 被害状況

□ほとんどない

□軽微

□大きい

□非常に大きい

Q) 被害の動向



被害情報千葉県事例

集落単位

被害情報の変化

＝対策効果検証

＝対策優先地域

の抽出

被害の程度と被害金額（千葉県事例）
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農業被害指数＝(「ほとんどなし」件数*0.05+「軽微」件数

*0.1+「大きい」件数*0.3+「深刻」件数)／件数＊１００

生息密度と被害の程度（岡山県）
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）
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【質問項目】対策情報

Q) 対策と効果

捕獲、防護柵・・・

→ 効果があった・なかった・不明
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対策の有効割合

対策の事業評価（捕獲）千葉県事例 情報から生息数推定

生息数・被害の濃淡

＝密度の指標となる

イノシシ・シカの

ベイズ法推定の

基礎データ

ベイズ法による26年度シカの推定生息密度


